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外部プロ人材
活用成功事例

雇わずに
プロシェアリング
する！ （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.2　老朽化した人事制度をプロ人材とともに再構築し離職率を改善

　プロシェアリングとは，高い職能
を持って複数企業で同時に活躍す
るプロフェッショナルを，経営課題
に合わせて「雇用」ではなく「シェア」
するという，新しい人材活用の手
法です。サーキュレーションには約
14,000名のプロが登録し，過去 6年
間に約6,000件のプロジェクトで実
績を上げてきました。プロジェクト
は経営要素の強い案件が多く，新規
事業の企画推進や，人事・広報等の
ミドルオフィス支援，さらにはIPO関
連から中期経営計画の策定，CFO
のシェアなども実行しています。

プロシェアリングを活用し
自社にふさわしい人事を構築

　今回は，そのなかから人事制度
設計のプロシェアリング事例をご
紹介します。目まぐるしく変化す
る労働環境に合わせ，人事制度を
見直したいと考える読者の方も多
いのではないでしょうか。以下は，
キューアンドエーワークス㈱の事
例です。

課題 人事制度の歪みによる
離職率の上昇

　日本で初めてRPA導入支援サ
ービスをスタートしたIT企業で
あるキューアンドエーワークス。
急成長する先進領域のサービスに

対して，従来の人事制度がマッチ
せず，組織内に歪みが発生してい
ました。なかでも大きな問題とな
っていたのはエンジニアの離職率
の上昇でした。転職市場でのエン
ジニアの有効求人倍率は 8倍以上
という状態下で，昔からの大手企
業にありがちな「長く勤めていれ
ば給与が少しずつ上がる」という
評価制度のままでは魅力を感じて
もらえず，入社 5年以内で次々と
離職する事態となっていました。
　また，「全社で共通する制度」
と「各事業部固有の制度」が混在
していたことも問題の 1つでし
た。事業の事情に応じて寛容に制
度を作ってきたものの，だんだん
収拾がつかなくなり，会社の歴史
的背景を知らない新入社員にとっ
ては非常に複雑で分かりにくい制
度となっていました。
　解決すべきことは複数ありまし
たが，まずは離職率を下げること
が第一の課題でした。

解決策 人事のプロが人事制度
の再設計～運用を支援

　解決策を検討するなかで，キュ
ーアンドエーワークス社は「各事
業をしっかり橋渡しする制度を作
るには出来合いのパッケージでは
うまくいかない」と感じていまし

た。そのため，自社に合う人事制
度をオリジナルで設計することが
必要と考え，プロシェアリングの
活用を決めました。
　そこでサーキュレーションから
ご紹介したのが，新日本製鉄，外
資系人事コンサル，ベンチャー企
業と幅広い人事制度設計の経験を
持つプロ人材。キューアンドエー
ワークス社の既存の制度は，大手
企業のテンプレートをベンチャー
企業用に削ったものであり，形骸
化している部分が多々あったた
め，多様な企業の人事制度設計を
経験し，フルカスタマイズも得意
とするプロ人材なら適任であると
いうことでスムーズに支援が開始
されました。
⑴プロジェクトチームの組成
　人事制度の目的や目標がふわっ
とした曖昧なものになりやすいた
め，直近 3年間の定着率が 4割の
ところを， 7割まで上げるという
目標を最初に設定しました。
　プロジェクトチームは，事業部
長とマネジャーを担当として，プ
ロ人材とともにプロジェクト全体
のマネジメントや詳細設計を行う
という体制としました。ポイント
は，プロ人材に丸投げするのでは
なく，企業側も十分な裁量と遂行
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力があり，企業のことを熟知して
いる人にプロジェクトに参画して
もらったことです。変えるべきと
ころは変えるとしても，これまで
の歩みを無視した制度では定着し
にくいためです。
⑵現状分析～設計
　人事制度は「等級」「評価」「給
与」の 3つの仕組みを 1セットに
して構築していきます。プロ人材
の稼働頻度は週に 1回。まずは現
状分析から開始しました。社長や
各部署のマネジャー，若手社員に
至るまでキーパーソンの方々に改
めて課題についてヒアリングし，
データ分析をしたうえで基本方針
を決定，概要設計に入りました。
方向性の同意が取れたら次は詳細
設計です。この段階では実際の評
価者に関わってもらい，現場の意
見を吸い上げた仕組みになるよう
調整していきます。こうして新し
い制度ができました。
　以下は同社の社長に伺ったエピ
ソードです。詳細設計を行う際，
プロ人材は非常に細かい点までヒ
アリングを実施したそうです。あ
まりにも徹底した質問だったた
め，社長が「いい塩梅でお願いし
たい」と伝えたところ，「細かい
ところまで把握しなければ本当に
組織にフィットするものは作れま
せん！」と返されたそうです。プ
ロは成果を出すことにプライドを
持っています。今回もそのプロ人

材のスタンスが社長に伝わり，企
業側のプロジェクトに取り組む熱
量がさらに上がったそうです。
⑶運用のフォローアップ
　完成した制度を導入するため
に，まずは従業員向け説明会を行
いました。プロジェクトによって
はこの段階で完了するケースもあ
りますが，今回は運用のフォロー
アップまで携わりました。実際に
運用し始めると，当初想定された
レベルで目標設定されていなかっ
たり，評価の付け方を誤ったりす
ることがあるため，微修正すると
ころまでサポートしました。
　例えば，制度は評価者が責任を
持って運用していくものだという
理解を深めてもらうため，導入段
階では現場のユニットリーダーに
対して評価者訓練を行いました。
そのうえで改善すべき点があれば
どんどん意見を言ってほしいと伝
え，各メンバーの当事者意識はぐ
っと高まったようです。また，評
価後は評価者ミーティングを行
い，修正をかけて次年度に反映さ
せる活動も実践しています。
　このように，運用のフォローアッ
プまで手厚くできることもプロシェ
アリングの強みといえます。パッ
ケージサービスを用いてお手軽に人
事制度を作ったとしても，運用し
て使い続けていくのは社内の方々
です。プロ人材とプロジェクトを進
めるなかで社内にノウハウを蓄積

化し，プロ人材が抜けた後も同じ
ように人事制度を運用し修正を図
っていけることが重要となります。

プロシェアリング×
人事制度設計のポイント

　今回のプロジェクトの成果とし
て，キューアンドエーワークスよ
り「現状 3年間の定着率が 4割の
ところを 7割まで上げたい，特に
エンジニア派遣業については 2年
以上在籍してほしいという当初の
課題には満足のいく成果が出た」
そして「コントロールセンター機
能が社内にできたことで，自分た
ちである程度の課題を解決できる
ノウハウが溜まった」という評価
をいただいております。
　人事制度は経営や組織の根幹を
なすため，外部を頼らず自社でや
り遂げたいという企業も多いと思
います。しかし，人事制度設計は
人事の経験だけでなく経営の知識
も必要であり，ノウハウが全くな
いところから作り上げるのは非常
に困難です。また，社内のみで作
ることにより，客観的な視点に欠
けて課題認識がズレたり，経営陣
に忖度した制度になったりといっ
た失敗も起こりがちです。
　自社に必要な本質的な人事制度
を作り，自社で運営できるように
考えているのであれば，最初の選
択肢としてプロシェアリングの活
用も検討できるでしょう。
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